
新規事業採択時評価結果（平成１７年新規着工準備箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 一般国道４４４号福富
ふくどみ

鹿島
か し ま

道路 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 佐賀県 

起終点 
自：佐賀県杵島

き し ま

郡白石町
しろいしちょう

牛屋
う し や

 

至：佐賀県杵島
き し ま

郡白石町
しろいしちょう

深浦
ふかうら

 
延長  ３．６ｋｍ 

事業概要  

有明海沿岸道路は大牟田市から佐賀県鹿島市までの有明海沿岸地域の都市と重要港湾三池港や佐賀空港とい

った交通拠点との連携を強化する交流促進型道路である。分散型県土を形成している本県の発展のために高速

定時性が確保できる「広域・高速交通網の整備」を重点施策として位置づけており、本路線は県都佐賀市と県

西部地域の主要都市である鹿島市の連携を図る道路としてきわめて重要である。 

 

事業の目的、必要性  

一般国道４４４号は大村市を起点とし、有明海沿岸の市町を経て佐賀郡諸富町で一般国道２０８号に連結す

る。白石町区間は交通量が１８千台／日、大型車混入率が１３％、混雑度が１．７５である。曲線半径１００

ｍ以下の線形不良箇所が２箇所存在し、交通事故が年平均３０件発生しており、早期解消が急務である。 

 

全体事業費   １２０億円 計画交通量 １９，７００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

佐賀市から鹿島市までの沿道市町村による有明海沿岸道路建設促進佐賀県期成会（会長佐賀市長）による要望

活動や鹿島市、白石町、太良町、塩田町の役場や商工会、農協等の各種団体からなる有明海沿岸道路・佐賀県

南西自動車道建設促進期成会（会長鹿島市長）による要望活動が行われている。 

 
事業採択の前提条件  

 便益が費用を上回っている 

 円滑な事業執行の環境が整っている 

事業評価結果 
 

総費用 ８５億円 総便益 ３２０億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ３．７ 

事業費：            83 億円 

維持管理費：        2 億円 

走行時間短縮便益： 274 億円 

走行費用減少便益：  34 億円 

交通事故減少便益：  12 億円 
平成１６年 

評価項目 評価 根拠 

 

渋滞対策 － 注目すべき影響はない。 

交通事故多発区間の事故の減少が見込まれる。 

事故対策 ○ その他の特徴 
年間３０件以上発生している交通事故の減少 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

住民生活 ○

第３種空港へのアクセス向上 

（嬉野町・太良町から佐賀空港へのアクセス道路である 

：嬉野町～佐賀空港の所要時間７６分→６５分 

太良町～佐賀空港の所要時間７７分→６４分） 

地域経済 － 注目すべき影響はない。 

災 害 ○
緊急輸送道路を形成 

（現道の線形不良箇所(2箇所)が解消され、緊急輸送道路１次の機能確保が図られ

る） 

環 境 ○
Co2排出量の削減 

（本区間の整備により自動車からのCo2排出量が3262t/年削減される） 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上 

（主要な観光地である祐徳稲荷神社〔観光入込客数２６０万人〕へのアクセス向上が図られ

る） 

事業実施環境 ○
有明海沿岸道路建設促進佐賀県期成会、有明海沿岸道路・佐賀県南西自動車道建設促進期成

会、有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会の積極的な要望活動が行われており、地元の期

待も大きい。 

 

採択の理由 
一般国道４４４号の福富鹿島道路については、費用対便益が３．７と便益が費用を上回っており、また地元の

道路整備にかかる期待は大きなものであり事業採択の前提条件は確認できる。 

 この道路整備は、高速交通網の整備が図られていくものであり、地域間の移動時間短縮による物流の効率化や

主要都市間及びその周辺の町村の交流促進・連絡強化に重要な役割を担うものと考えられ、その事業効果は高い

ものと判断される。 

以上より本事業を採択した。 
 

担 当 課：国道・防災課    

担当課長名：鈴木 克宗     

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


